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論 文 内 容 の 要 旨 
生体内のモノアミンは動物、植物及び微生物に広く分布し、特に哺乳動物のモノアミンは内分泌ホ
ルモンや神経の情報伝達に関与し、多くの研究が知られている。またモノアミンの代謝に関わるモノ
アミン酸化酵素の活性は、神経疾患との関係から酵素の阻害剤研究が精力的に行われている。一方、
植物ではモノアミンの生理的役割やその代謝は不明な部分が多く、今後の研究課題となっている。 
本論文は植物としては初めてフラビンを補酵素にもつモノアミン酸化酵素を燕麦芽生え中に見出し、
本酵素を精製してその諸性質を明らかにしたものである。酵素活性は未発芽種子にはなく、発芽と共
に上昇しそのピークは発芽後 3日目でその後活性は減少する。酵素はＤＥＡＥ－セファセル、ヒドロ
キシアパタイト、モノＱ、そしてＴＳＫゲルのカラムを用いて電気永動的に単一標品に精製した酵素
タンパクの分子量は 220 キロダルトンであり、ＳＤＳ電気永動からの解析では、78、58、55、32 キ
ロダルトンのヘテロテトラマーから構成される。ｐＩ値は 6.3 であった。動物や微生物のモノアミン
酸化酵素とは異なり、ベンジルアミン、フェネチルアミンにのみ反応し、そのＫｍ値はそれぞれ 2.7
Ｘ10－4Ｍ、7.1Ｘ10－4Ｍであった。動物由来のＦＡＤ酵素の阻害剤パルギリンやクロギリン、銅含有
酵素の阻害剤セミカルバジドでは阻害されない。本酵素はベンジルアミンの反応生成物であるベンズ
アルデヒドで阻害され、そのＫｉは 10－6Ｍであった。ＯＤＳカラムを用いて同定されたフラビンは
ＦＡＤであり、酵素１分子につき２分子のＦＡＤが含まれていた。 
本酵素の生理的役割は不明であるが、発芽過程でのタンパク分解によるトリプトファンの分解に関
与することが推察される。また本酵素の応用面では、ビール製造過程でのモルトの香りを調節できる
可能性を持っていると考えられる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
生体内のモノアミンは動物、植物及び微生物に広く分布し、特に哺乳動物のモノアミンは内分泌ホ
ルモンや神経の情報伝達に関与し、多くの研究が知られている。一方、植物ではモノアミンの生理的
役割やその代謝は不明な部分が多く、今後の研究課題となっている。 
本論文は植物としては初めてフラビンを補酵素にもつモノアミン酸化酵素を燕麦芽生え中に見出
し、本酵素を精製してその諸性質を明らかにしたものである。酵素活性は未発芽種子にはなく、発芽
と共に上昇する。数種のカラムを用いて電気永動的に単一票品に精製した本酵素タンパクの分子量は
220 キロダルトンで、ＳＤＳ電気泳動からの解析では、78、58、55、32 キロダルトンのヘテロテト
ラマーであった。ｐＩ値は 6.3 であった。動物や微生物のモノアミン酸化酵素とは異なり、ベンジル
アミン、フェネチルアミンにのみ反応し、そのＫｍ値はそれぞれ 2.7Ｘ10－4Ｍ、7.1Ｘ10－4Ｍであっ
た。動物由来のＦＡＤ酵素の阻害剤、パルギリン、クロギリンや銅含有酵素の阻害剤セミカルバジド
では阻害されない。本酵素によるベンジルアミンの反応生成物であるベンズアルデヒドで阻害され、
そのＫｉは 10－6Ｍであった。ＯＤＳカラムで同定されたフラビンはＦＡＤであり、酵素１分子につ
き２分子のＦＡＤが含まれていた。 
本研究は、高等植物で初めてモノアミン酸化酵素を見出すと共に、その酵素化学的諸性質を明らか
にしたものであり、高等植物のアミン代謝に関する新たな理解を与えるものである。よって、博士（理
学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
 
